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　大好き信濃川SNOW＆WATERフェスティ難磁
一
ワ
じ ’98が8月8日（土）・9日（日）の両日、妻有大橋下

の信濃川河川敷で開催されました。今回のテー
　　いにしえ
マは「古より恩恵を受けてきた大河信濃川を再

認識し、天の贈り物である雪と人との共存を考

え、大自然に抱かれた妻有地方の未来を語り合

う」です。当日は、子供たちに大人気の魚のつ

かみどりや雪遊び、信濃川を語るシンポジウム

などと合わせ、信濃川に水を取り戻す署名活動

も行われました（8ぺ一ジに関連記事掲載）。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iト

／…

　　　1匡』

　　　画

｝
l il　　 l

一
i

一
ヨ
i

l旨｝【
t
　
F
l

づくりに便われました超

　市の財政を市民の皆さんから知っていただ

くため、毎年8月と2月に財政のあらましを　▼

　　　　　　　　　　　　　　　　　■公表しています。今回は2・3鋤が市の決算

状況、4愛が市の7月末の予算執行状況、5　≡

すが広域事務組合と衛生施設組合の決算状況

と6月末の予算執行状況です。

　　　　　　　　　　　　　　　　■

（単位二万円）

市の一般会計と各特別会計の

決算状況は右表のとおりです。

一般会計では歳入決算額195

億4，798万円、歳出決算額190億

0，289万円で、差引き5億4，509

万円となりました。

このうち、平成10年度への繰

越事業分7，029万円を差し引い

た4億7，480万円が、実質的黒字

額で平成10年度へ繰り越されま

した。

会　　計　　名 歳入決算額④ 歳出決算額◎ 差引額④一◎

一　般　会　計 195億4，798 190億0，289 5億4，509

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 26億8，489 24億3，024 2億5，465

簡　　易　　水　　道 7億2，489 6億8，137 4，352

下　水　道　事　業 27億1，043 25億3，214 1億7，829

老　　入　　保　　健 41億7，474 41億9，280 △1，806

農業集落排水事業 4億8，949 4億7，364 1，585

計 107億8，444 103億1，019 4億7，425

含　　　　　計 303億3、242 293億1，308 玉0億歪，934

鼠

　　　　　　　　　　　　下の円グラフは、一般会計の歳入・歳出決算の構成比です。歳入では地方

灘獺雛鐡麟磁構繊鐵交付税市税諸肱歳出では土木費・民生費・総務費の順番で凱
　　　　　　　　　　　　歳出190億0，289万円を市民1人当たりにすると425，997円になります。土木
　　　嚢鱒磯凝灘鐡　　　　　　　費、民生費、総務費など、項目ごとの1人当たりの金額は3㌻左上の市民1

　　　　　　　　　　　　人に使われたお金のとおりです。
　　　　　地方譲与税　繰入金

講寵蘭阻跳騨・＿（難翻灘ill　臓
　繰越金
　6f意1，969万円
　（3．2％）

国庫支出金
14億2，127万円
（7．3％）

県支出金
16億5，687万円

　（8．5％）

市債
16f意6，790万円

（8．5％）

地方交付税
55｛意6，165万円

（28．5％）

　
9
8
入
」
円

　
4
歳
臆
万

　
1
9

諸収入
22億7，835万円
（判．7％）

市税
49億3，882万円
（25．3％）

13f意7，621万円

（7．2％）
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商工費
17イ意6，023万円

（9．3％）

公債費
18f意8，624万円

（9．9％）
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教育費
19億2，695万円
（10．1％）

民生費
32億7，068万円
（17．2％）

総務費
19億6，154万円
（10．3％）
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市税の状況
（総額49億3，882万円）

　皆さんの納めた市税は、

2㌻下の歳入円グラフの

とおり歳入の大きな部分

を占めています。

　49億3，882万円のうち、

市民税と固定資産税で合

わせて44億5，321万円、

90．2％となっています。

市債の状況
（総額154億8，278万円）

　市債は、市が国や銀行

などの金融機関から長期

に借り入れるお金です。

トップの土木債は道路や

河川などの工事に、2番

目の教育債は学校建設な

どに使われています。

性質別歳出の状況

計画税　その他
，152朋　　1億0，695万円（2．1％）

％）　￥　1

F固定資産税
24億5，924万円
（49．8％）　ズ

　　　　　　　　都市

　　　　　　　　1億5
　　　　　　　　　（3．1

市町村たばこ税一

燃114万円／

市民税　　、
19f意9，397万円

、（40．4％）

辺地債
2，701万円（0・2％）

一その他
4億0，650万円
　（2．6％）

土木債
79億6，317万円
　　（51・4％擁

　　　　　　　民生債
　　　　　　　2f意3，202万円

災害債　（1・5％）、

3イ意5，874万円（2．3％）

　農林水産業債
　9f意0，017万円

　（5．8％）

1総務債、
16億3，640万円

1（10．6％）ノ

　　　　　　　教育債
　　　　　　　28億3，287万円
　　　　　　　　　（18．3％）

減税補てん債等
11f意2，590万円

　（7．3％）

普通建設騰

　事業費
38億3，547万円

、（20．2％）

事業費　』『．『．　　　歳出決算額190億0，289
意3，547万円

（20．2％）　，　　万円の使いみちを、同じ

　　　　　　　　種類ごとに分けたものを
論携2騰性質別歳出といレ・ます．

　（17。6％）・．、　　これに対して2㌻下の

　　　　　　　　歳出円グラフの土木費、

　　　　　　　　民生費、総務費などに分

　　　　　　　　けたものは目的別歳出と
貸付金
21億0，758万円（11．1％）いいます。

〆その他
25億
ぐ（1蜘

扶助費
15億4，971万円
　　（8．2％）

　　　　　農林水産業費

　　　　　33，077円

　　　　　衛生費

　　　　　30，851円

公債費、
17億8，384万円
覧（9．4％）ノ

物件費／
18億4，641万円
　（9．7％）

　　　　　補助費等
　　　　　20億1，900万円
　　　　　　　（10．6％）

　2㌻下の円グラフの歳出決算額を、平成

10年3月末住民基本台帳人口44，608人で割

った金額です。

公債費

42，285円
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土木費

94，053円

鵬漱民生費
ミ魁当73’320円

総務費

43，973円

一
∵

…

その他

25，781円

昆

蟹
教育費

43，197円

財産の状況
　　　　　（田．3．31現在）

土　　　　　　地 932万5，447．18m2

建　　　　　　物 18万7，635．51m2

有価証券 株券 5億7，565万円

学校基金
土　地 7万5，352．74m2

立　木 2，347．00m3

土地開発基金
土　地 2億9，967万円

現　金 1億0，533万円

その他基金
（一般会計分）

現　金 13億3，866万円
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　右表は一般会計と各特別会計の

平成10年度7月末の予算執行状況
です。

　一般会計と特別会計の国民健康

保険・簡易水道・下水道事業・老

人保健・農業集落排水事業が補正

されて当初予算額よりも増加また

は減少しています。

一般会計についてみると7月末

予算額198億8，442万円に対して収

入済額56億0，675万円（収入率28．

2％）、支出済額52億8，361万円（執

行率26．6％）となっています。

会　　計　　名 当初予算額 7月末予算額 収入済額 支出済額
一　般　会　計 184億3，300 198億8，442 56億0，675 52億8，361

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 25億1，450 25億1，320 7億2，945 5億0，001

簡　易　水　道 7億3，910 7億5，210 2億0，564
丁

4，337

下水道事業 22億8，640 24億6，652 6億1，890 2億7，547

老　人　保　健 43億9，780 44億1，987 10億4，931 11億4，006

農業集落排水事業 4億1，870 4億1，744 2，133 3，804

計 103億5，650 105億6、913 26億2，463 19億9，695

合　　　　　計 287億8，950 304億5，355 82億3，138 72億8，056

（単位’万円）

県支出金
13｛意4，205万円

　（6．7％）

その他
2萄意8，463万円

（11．1％）

　　　　　　地方交付税
　　　　　　52億1，300万円
市債　　　　　　　　　　（262％）
16億3，840万円　　　畿鑛1
　（8．2％）
　　　　．欝錘犠纏霧灘・、・

臨魏禽覇鯛1
　（9・7％）　　　市税
　　　諸収入　　　47億0，234万円
　　28億7，972万円　　（2306％）

　　（14．5％）’

農林
水産業費
9有意7，601万円

　（4．9％）

その他
↑1有意0，869万円

　（5．7％）

衛生費
13億8，049万円　　　　　　土木費
　（6．g％）　　　　　　　　　　　46億7，255万円

　　　　　　（23．5％）
公債費
18億0，348万円　鎌欝

　（9・1％）　鞭灘霧，灘

　　総務費　．遜國　　民生費
19有意5，687万円　　『』・・、　．　　　32有意6，770万円

　（9．8％）　　　　　　（16．4％）

　　教育費　　23億4699万円　商曇費
　　　11i．8％〉　23億7，164万円

　　　　　（11．9％）

25億

1億

5，700
万円
（3・3％）　9，970

　
）

、
円
％
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）

ー
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瀦
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ば
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円
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蒋
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そ
の
他

計
画
税

都
　
市

た
ば
こ
税

市
町
村

市
民
税

資
産
税

固
　
定

　．婆難叢灘鞭簾麟雛

普通建設事業の10年度一般会計の7月

末予算額42億2，843万円に対して執行済額

25億3，749万円、執行率60．0％となってい

ます。

　　　　　　　　（単位＝万円）

事業名
設
事
業

普
通
建

補助事業

単独事業

計ム
・

7月末予算額

27有意4，613

14有意8，230

42牽意2，843

執行済額（率）

16億9，540（61．8％）

8李意4，209（56．8％）

25看意3，749（60．o％）

注）人件費・事務費及びほかの地方公共団体

　が実施する事業に対する負担金は除く。

撫羅羅灘織

獲麟麟藩1饒釜謙

叢⑳縄ダ灘雛⑳歳

歯畢算額巻、平成麹

年7月末住驚墓本奮
帳人口44，686人で割

った金額です。

辮1譜．

＆朧．

o　04．ノ：

c⊃商工費
4．。　53，073円

　　教育費
　　52，522円

　　　総務費
さ●．、43’792円

邑　　公債費　　40，359円

U
い
癩

衛生費

30，893円

蘇勢囎

　　　その他
　　　24，810円
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耀1円

／7

広域企画振興、消防・救急業務、総合福祉センター御陣荘、と畜場、家畜指導

　　　　　　　　　　　　　診療所の事業を行っています。

　　　　　9年度一般会計の決算
　　　　繰越金　組合債　　6，420万円諸収入　　　　　　　　　　　　　　　公債費
　5・440万円　（3・6％）　2，136万円（1、3％）　　　　　　　総務費6・126万円（3・9％）

　　　ド　　　

県支出金　　財響倉辮興費腰円　議含嘉，
　　　　　　　　　（0％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0．1％）

国庫支出金
3，950万円

（2．4％）

松之山町
1有意0，014万円

（6．1％）

松代町
1億2，762万円

（7．7％）

　　＋器市

歳鯉欝易
総猿難蛮簿濠

濠綱、・

（4．7％）

消防施設費
鮪意2，698万円

（8．0％）

非常備消防費　’裁畿
2億0，230万円　総穂霧，纏欄

（12・7％）　惹溺

　　　凛1騨轍納遭⇔

灘84，，鱗遺金、4記繰越金
（7．g％）　　　　　　　　　　　　6，420万円

　　　　　　　　

牽参灘58万膨
　簿14億3，へ轡

9年度特別会計の決算　（単位、万円）

会　計　名 歳入額 歳出額 差引額

総合福祉センター 1，672 1，630 42

と畜場事業 2，754 2，639 115

家畜指導診療所 6，075 4，981 1，094

合　　　　計 10，501 9，250 1，251

組合債の状況 （単位：万円）

消防庁舎建設 5，136

消防施設整備 8，198

地域総合整備 4億4，777

と　畜　場　整　備 667

そ　　　の　　　他 104

合　　　　　計 5億8，882

9年度出動・利用状況

10年度一般・特別会計の6月末予算執行状況 消防車等 救急車 御陣荘 と畜場 家畜指導
診療等（単位：万円）

十日町市 　件
62
　件
922

　人
369
　　頭
4，581

　　件
7，186

会　　計　　名 当初予算額 6月末予算額 収入済額 支出済額
川西町 15 170 41 6 11，646

一　般　会　計 19億5，938 19億5，938 5億0，530 3億7，573
津南町 15 238 12，359 5，430 18，672

総合福祉センター 1，914 1，914 594 474 中里村 5 110 628 0 555
と畜場事業 2，728 2，728 878 410 松代町 9 206 315

特
別
会
計

家畜指導診療所 5，431 5，431 2，276 1，193 松之山町 4 93 221

計 10，073 10，073 3，748 2，077 圏域外 2 20 253 0 0
合　　　　　計 21億6，084 21億6，084 5億8，026 4億1，727 合　　計 112 1，759 13，650 10，017 38，595

10年度一般・特別会計の6月末予算執行状況

　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

使用料及び
手数料
3，616万円

　（4．8％）

鎌購瞬籟i纏函騰雛鰹箋灘繋網翁
十日町市、川西町で運営する組合で、ごみ処理、し尿処理、火葬場

の管理・運営の事業を行っています。

　　　　9年度一般会計の決算
　繰越金その他15万円　　　　　　　その他752万円
　2・撫）　　　　　　（0％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．0％）

川西町
7，649万円

（10．3％）

分
担
金
●
醗

．』磯鑛
惣繕灘奉籔塗嚢

　灘編．

　十日町市
　6イ意0，745万円
　　（81．4％）

　　　　壌健
く97．7％）嘩3・

し尿処理費
3，341万円

（4．6％）

繰越金
1，521万円

　
円
　
万
　
3

　
つ
」
）

費
β
脇

錨
＠ 　議畿　、一般管理費
．嶽鰯，繍1臨努4万円

　灘鶏

　
　
円

　
　
　

　
　
5
3

　
費
2
刎

芥
理
8
0

ん
処
涯

じ

組合債の状況
　　　　　　　（単位＝万円）

ごみ処理施設 24億7，033

し尿処理施設 3億1，293

埋立処分施設 134

合　　　　計 27億8，460

10年度一般会計の

6月末予算執行状況
　　　　　　　（単位：万円）

当　初　予　算　額 7億3，324

6月末予算額 7億3，324

収　　入　　済　　額 1億1，683

支　　出　　済　　額 8，408
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10

月
に
は
ス
タ
ー
ト

　
「
㈹
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
は
市
民
・
経
済
界
と
市
が
協

力
し
あ
い
な
が
ら
、
活
気
あ
ふ
れ
る
新
し
い
十
日
町
市
の
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
た
め
の
組
織
で
す
。
こ
の
組
織
の
設
立
に
向
け
た
具
体
的

な
作
業
を
行
う
設
立
準
備
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
準
備
委
員
会
は
経
済
4
団
体
（
会
議
所
、
織
物
組
合
、
農
協
、
建

設
業
協
会
）
、
市
、
里
創
プ
ラ
ン
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
検
討
委
員
会
の
代

表
の
計
1
0
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
立
予
定
は
1
0
月
。
設
立
を

間
近
に
ひ
か
え
た
、
㈹
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　8月12日㈱、市役所において経済4団体・市の共同

で十日町記者クラブの皆さんに記者発表を行いました。

　写真左から尾身昭雄さん（十日町農業協同組合代表

理事組合長）、吉澤慎一さん（十日町商工会議所会頭）、

本田欣二郎市長、蕪木良吉さん（十日町織物工業協同

組合理事長）、高橋政徳さん（新潟県建設業協会十日町

支部長）の設立発起人。

　
市
民
・
経
済
界
と
市
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
垣
根
を
取
り
払
い
ス
ク
ラ
ム
を

組
ん
で
進
め
る
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
望
む
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
経
済
4
団
体
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

十
日
町
2
0
0
5
年
委
員
会
が
平
成

8
年
1
0
月
に
ま
と
め
た
報
告
書
に
、

「
行
動
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
設
置
」

が
提
言
さ
れ
、
ま
た
1
0
年
度
を
初
年

度
と
す
る
市
の
新
長
期
発
展
計
画
で

も
「
ま
ち
づ
く
り
を
調
整
・
統
合
す

る
組
織
の
設
立
」
を
提
起
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
背
景
と
、
地
場
産
業

を
は
じ
め
と
し
た
経
済
不
況
に
直
面

し
て
い
る
中
で
、
産
業
振
興
と
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
経
済
界
と
市

の
連
携
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
で
あ

る
と
い
う
考
え
で
㈹
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ク
タ
ン
ク
の
設
立
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

響警蜘　
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
よ
る
取
り
組
み

は
、
今
ま
で
に
は
な
か
っ
た
手
法
で

あ
り
、
市
民
提
案
の
「
受
け
皿
」
と

な
っ
て
実
現
に
向
け
、
市
民
・
経
済

界
と
市
が
共
同
で
知
恵
と
汗
を
出
し

合
う
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
設
立
準
備
委
員
会
（
7
月
2
8
日
設

置
、
委
員
は
左
表
の
と
お
り
）
で
は

10

月
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
、
名
称

や
設
立
形
態
、
組
織
形
態
、
運
営
方

法
、
予
算
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
現

在
つ
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
ま
で
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
シ

ン
ク
タ
ン
ク
設
立
の
基
本
的
な
考
え

方
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
目
　
的
　
①
総
合
的
な
調
査
・
研

究
体
制
に
よ
り
、
産
業
振
興
の
促
進
、

魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
に
向
け
た
実

践
的
な
提
言
を
行
う
。
　
②
ま
ち
づ

く
り
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
な
り
、
個
性

あ
る
文
化
・
産
業
の
発
展
を
導
く
た

め
、
先
進
的
な
各
種
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の

取
り
組
み
に
よ
り
全
国
に
向
け
て
情

（仮）まちづくりシンクタンク

　　設立準備委員会委員

報
発
信
を
行
う
。

▼
当
面
の
事
業
内
容
　
①
里
創
プ
ラ

ン
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
の
検
討
②
き

も
の
・
和
文
化
の
似
合
う
ま
ち
づ
く

り
の
展
開
　
③
各
種
団
体
の
再
編
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
　
④
資
源
・
特
産

品
の
活
用
と
開
発
促
進
　
⑤
ソ
フ
ト

産
業
の
展
開
と
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し

▼
組
　
織

　
財
政
H
3
年
を
め
ど
に
運
営
資
金

の
支
援
、
各
種
調
査
企
画
の
委
託
、

人
員
の
派
遣
な
ど
を
市
が
支
援
す
る
。

　
組
織
U
当
面
は
任
意
団
体
と
し
、

営
利
事
業
展
開
の
状
況
を
み
て
、
組

織
の
再
構
築
（
法
人
化
）
を
行
う
。

　
運
営
主
体
H
財
政
支
援
は
市
が
行

う
が
、
専
任
者
・
非
専
任
者
、
各
部

会
へ
の
参
加
者
や
運
営
者
は
民
間
が

主
体
と
な
る
。
必
要
な
要
員
は
市
も

派
遣
を
行
う
。
発
起
人
の
各
経
済
団

体
は
、
運
営
に
つ
い
て
中
核
と
な
っ

て
加
わ
る
。

氏　　名 所属・勤務先

経済4団体及び行政

委員長

村山義政
十日町商工会議所

南雲章一 十日町織物工業協同組合

富井吉積 十日町農業協同組合

市村正史 建設業協会十日町支部

池田春夫 十　　日　　町　　市

村山　　潤 十　　日　　町　　市

里創ブラン十日町ステージ検討委員会

関口芳史 装　　　　　　　宴

村山　　薫 十日町ソフト開発㈱

副委員長

村山政文
㈱　村　山　土　建

越村健市 ㈱　こ　し　む　ら

6



◆まちづくりの理念

　　　　　　　　暮らし続けたいまち
　　　十日町市には雪国とじで、豊かで厳しい自然があ、3、れて

　　います。“雪国のまち”として暮らしやすい生活空間を形成

　　し、魅力あるまちをみんなでつくり育て、いつまでも暮ら

　　し続けたいまち・十日町市を未来べと引き継ぎます。

◆まちづくりの目標

　　「まちづくりの理念」を実現するために4つの目標を設定します。

　　①安心して暮らせるまち　②個性と活気あ．彗、れるまち

　　③自然と共生できるまち　④市民と共につくるまち

◆まぢづくりの方針

　　「まちづくりの理念」「まちづくりの目標」を実現するため、分野別に

　7つの目標を設定します。
①　土地利用の方針

　　都市地域では、住宅、商業・業務、流通・工業など、様々な都市機能

　の集積を進めることにより個性的で活気のあるまちを形成します。

　　農村地域では、住宅、農地、森林などの調和じた土地利用を保全する

　ことにより良好な田園環境の形成を目指します。

②交通の方針
　　私たちのまちは、東西・南北の交通軸に沿って交通ネッドワークが形

　成されているまちです。

　　まちの内外を結ぶ東西・南北交通軸の強化に重点を置き、これらと連

　携する道路網の整備、さらには公共交通機関の整備により利便性の高い

　まちを目指します。

③防災の方針
　　地震や火災等の災害発生時に、被害を最小限に抑える災害に強いまち

　づくりを進めます。

　　災害による被害を最小限に抑えるため、市民・企業・行政が協力し避

　難所や避難路の確保、復旧体制の整備などを進めます。

④克雲の方針
　　快適な雪国の都市環境整備として、冬期間の交通を確保するとともに、

　雪に強い住宅を整備することにより、年間を通じて快適で安定した市民

　生活を確保します。

⑤住宅の方針
　　既存の住環境を住みやすく良好なものへと整備を図るとともに、さら

　には核家族化の進展により潜在的な住宅需要があることから、新たな住

　環境を計画的に供給することにより、定住人口の増加を図ります。

　　また、高齢者・障害者や克雪などにも配慮した、快適な公共住宅、民

　間住宅の住環境形成に努めます。

⑥水と緑の方針
　　信濃川などの河川や地下水、豊かな農地や森林など、私たちの貴重な

　水と緑を守り育てるとともに、無秩序な開発の面的な広がりを防ぎます。

　　また、市民、企業、行政の理解と協力のもとに、水と緑や花と共生で

　きるまちづくりを進めます。

⑦景観の方針
　私たちのまちの景観は、まちの原風景とも言うべき信濃川に沿った水、

　辺の景観、市域の東西に広がる豊かな緑や河岸段丘の田園景観、活気あ

　る市中心部のまち並みの景観などの組み合わせにより構成されています。

　私たちは、地域の豊かな自然、歴史や文化・産業が薫る十日町市固有

　のやすらぎと落ちつきのある景観形成を図ります。

●「全体構想」たたき台や、策定委員会

で話し合われた内容などを紹介した『ま

ちづくり通信』が、市役所市民ホール、

各公民館にあります。ご覧ください。

●プランについて、皆さんのご意見をお

寄せください。

7平成10年8月25日号



～暴蕪蕃1嚢醸響購

釈
藝
裂
l　　l

　l「黛　畳

5

臼
ξ 　

卜

　
　
　
エ
“シロ

あ
校
洒
楽

西小の子供たちが
濃川の水を徹底分析
●
一
一
一
目

　
　
｛

中十～

ぺ
を
　
　
　
　
　
し
　
ね
　
　
　
コ

．

麟
聡

顯
騨

欝

喰

、
菱

喜多孝幸さん
（十日町理科センター）

喜
多
“
今
回
は
じ
め
て
行
わ
れ
た
「
水

辺
の
楽
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
十

日
町
中
か
ら
9
人
、
西
小
か
ら
5
人

の
児
童
生
徒
と
、
博
物
館
友
の
会
植

物
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
1
0
人
か
ら
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
か
ら
は
P
H
（
酸
性
度
）

や
C
O
D
（
水
の
汚
れ
）
な
ど
の
化

学
的
デ
ー
タ
、
水
中
昆
虫
に
よ
る
川

の
様
子
、
五
感
を
使
っ
た
川
の
汚
れ

な
ど
の
観
点
で
観
察
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
観
察
結
果
を
代
表
3
人
か
ら

発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。

樋
ロ
“
僕
た
ち
が
観
察
し
た
地
点
は

妻
有
大
橋
の
真
下
で
す
。
水
温
2
3
℃
、

透
視
度
2
3
・
5
、
P
H
7
（
中
性
）
、

C
O
D
は
5
で
し
た
。
ま
た
、
水
中

昆
虫
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
カ
ゲ

ロ
ウ
類
・
少
し
汚
れ
た
水
に
生
息
」

で
し
た
。
川
底
は
ヌ
ル
ヌ
ル
し
、
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ゼ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　

　
　
　
　
　
　
　
鱒
、
也
咋

　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
鱒

は
濁
っ
て
泡
が
あ
り
、
変
な
匂
い
が

す
る
な
ど
、
総
合
的
に
見
る
と
汚
い

水
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
下
条
・
中
条
・
水
沢
で
は
釣
人
を

見
ま
す
が
、
十
日
町
で
は
ほ
と
ん
ど

見
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
楽
し
め
る
川

に
す
る
た
め
の
気
配
り
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

久保田瑞恵さん

　（十中3年）

久
保
田
“
私
た
ち
の
観
察
地
点
は
妻

有
大
橋
の
上
流
部
で
す
。
水
温
2
5
℃
、

透
視
度
1
3
、
P
H
7
（
中
性
）
、
C
O

D
は
7
・
5
で
し
た
。
水
中
昆
虫
で

は
大
変
汚
い
水
に
い
る
「
イ
ト
ミ
ミ

ズ
」
な
ど
も
い
て
、
か
な
り
汚
い
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
観
察
後
、
班
の
皆
で
信
濃
川
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。
川
に
は
空
き
缶

や
ご
み
が
捨
て
て
あ
っ
た
り
、
生
活

排
水
が
流
さ
れ
て
い
た
り
す
る
の
で

汚
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
が
少
し

ず
つ
注
意
を
払
い
、
改
善
す
る
こ
と

で
川
は
き
れ
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

庭
野
”
私
た
ち
が
観
察
し
た
の
は
妻

有
大
橋
の
下
流
部
で
す
。
水
温
2
4
℃
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
脚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺

　
購
灘
辮
、

　
灘
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭

透
視
度
31
、
P
H
6
・
5
、
C
O
D

7
・
5
で
し
た
。
水
中
昆
虫
で
は
「
カ

ゲ
ロ
ウ
類
」
が
一
番
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
他
の
班
に
比
べ
て
数
が
少
な

か
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
き
れ
い
な
水
に
い
る
水
中
昆

虫
が
一
つ
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
泥
臭
か
っ
た
り
石
が
ヌ
ル
ヌ
ル

す
る
な
ど
、
総
合
的
に
は
少
し
汚
れ

た
水
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
皆
が
信
濃
川
に
関
心
を
持
て
ば
、

水
は
き
れ
い
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

喜
多
“
今
回
子
供
た
ち
と
一
緒
に
観

察
を
し
て
く
れ
た
、
自
然
観
察
指
導

員
の
高
橋
さ
ん
と
野
上
さ
ん
か
ら
も

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
蕪
欝
計

　
　
　
　
　
　
灘
　
　
洋
源

　
　
　
　
静
酬
臓
、
　
　
　
橋
α

幽
嚢
　
　
高

高
橋
“
化
学
的
な
デ
ー
タ
で
観
察
で

き
た
の
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
ね
。

ま
た
、
も
っ
と
流
れ
の
あ
る
所
で
あ

れ
ば
違
っ
た
結
果
が
出
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
信
濃
川
は
津
南
を
過
ぎ
て

か
ら
水
質
が
悪
く
な
り
ま
す
。
水
量

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
原
因
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
多
け
れ
ば
自

浄
作
用
も
で
き
ま
す
か
ら
ね
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
川
を
人
間
だ
け

の
も
の
に
す
る
の
で
は
な
く
、
多
く

の
動
植
物
と
共
生
で
き
る
も
の
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
航
ー

謹
　
　
　
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
新

鯉
　
　
　
毒

　
　
睡
　
　
　
　
野

野
上
H
観
察
会
を
通
し
て
水
量
の
少

な
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
ヌ
ル
ヌ

ル
し
て
い
る
、
気
持
ち
悪
い
な
ど
と

い
い
な
が
ら
も
、
子
供
た
ち
は
ル
ー

ぺ
や
肉
眼
で
見
て
水
の
汚
れ
具
合
を

知
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
以
上
川
を
汚
さ
な
い
た
め
に

生
活
排
水
を
流
さ
な
い
、
ご
み
を
捨

て
な
い
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
自
覚

し
て
い
っ
た
な
ら
ば
水
は
き
れ
い
さ

を
取
り
戻
す
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
れ

ば
、
子
供
た
ち
が
自
由
に
泳
い
だ
り
、

魚
を
つ
か
ま
え
た
り
と
い
う
体
験
も

で
き
る
は
ず
で
す
。

喜
多
”
観
察
の
結
果
、
①
き
れ
い
な

水
②
少
し
汚
い
水
③
汚
い
水
④
大
変

汚
い
水
の
区
分
で
い
う
と
、
②
の
判

定
で
し
た
が
、
限
り
な
く
③
に
近
い

印
象
を
も
ち
ま
し
た
。

　
今
回
の
観
察
を
契
機
に
信
濃
川
へ

の
関
心
を
持
ち
、
ど
う
し
た
ら
き
れ

い
な
水
に
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催

　
近
年
盛
ん
に
下
水
道
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
土
市
地
内
（
水
沢
地
区
公

民
館
）
で
、
下
水
道
促
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
下
水

道
何
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
ビ
デ
オ

上
映
、
水
洗
ト
イ
レ
展
示
、
工
事
パ

ネ
ル
展
示
、
輪
投
げ
、
射
的
ゲ
ー
ム

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ご
近
所
ご
家
族
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〈水洗化普及率〉

　　　平成10年7月31日現在

私たち一人ひとりが1日に使う水の量は約300リ

ットルにものぽります。汚水の流れ込む下水道は

私たちの暮らしを守り、再び水を浄化することで

水辺に生きる動植物の環境も守っています。国で

は9月を下水道月間と定め、下水道への理解と関

心を高め、その普及と活用を進めています。住み

よい環境をつくり豊かな郷土の自然を守るため、

下水道の普及促進にご協力ください。

薄象棟数
（戸1
接続棟数
（戸〉
普及率
（％）

禾∪．　祇王U　　小一ハ■者建つ資者れ登設講技i
鴇蕎畿格繁結攣塑習術1
校係当満申工受事会者フ

上門・上くせ任試知試．

蘂竪斜雛ら騨
務の木次しさ受者合せ・

中央第一処理分区 2，581 2，498 96．8

中央第二処理分区 1，697 1，563 92．1

川治処理分区 1，191 870 73．0

新座大井田処理分区 490 135 27．6

公共下氷道合計 5，959 5，066 85．4 圏　　時 会　場 費絹

吉田農業集落排水 389 345 88．7 受
験
講
習
会

11／4

㈱ 13＝00

～
1
6 ＝30

受付

12：30～

下越地区

　新潟テルサ
5
千
円

鐙島農業集落排水 163 53 32．5
11／5

㈲
中越地区

　パイブ長岡

農業集落排水計 552 398 72．1
11／6

⑨
上越地区
上越商工会館

特定環境下水道 484 226 46．7 認
定
試
験

11／15
（日）

10：00～

12＝00

受付
9＝00～

中越地区
長岡市中越高校

3
千
円全　　　体　　　計 6，995 5，690 81．3

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
試
験
・

受
検
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
排
水
設
備
工
事
は
認
定
試
験
に
合

格
し
、
登
録
を
受
け
た
責
任
技
術
者

で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
受

験
希
望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
験
資
格
　
満
2
0
歳
以
上
で
、
次

　
の
一
つ
に
該
当
す
る
人
。
①
土
木

　
及
び
建
築
関
係
等
の
専
門
課
程
の

　
卒
業
者
②
高
校
卒
業
以
上
で
実
務

▼
日
時
　
9
月
1
1
日
働

　
　
　
　
　
　
午
後
4
時
～
6
時

▼
場
所
　
水
沢
地
区
公
民
館

経
験
1
年
以
上
の
人
③
実
務
経
験

2
年
以
上
の
人

▼
受
付
期
間

　
9
月
7
日
㈲
～
1
8
日
爾

▼
申
込
・
問
合
先
　
下
水
道
課

暮
ら
し
と
環
境
を
支
え
る
下
水
道

彫刻教室で市民17人が石と対話

石彫シンポジウム開催中の8月8日dゆと9日（日）の

2日間、城ケ丘ピュアランドで彫刻教室が開かれま

した。この教室には中高生を中心に17人の一般市民

が参加。彫刻家の藤巻秀正さんと松田大さんから「身

の回りにあるものの中から、自由な発想で彫刻に触

れてみよう」と指導を受けた後、思い思いのテーマ

で創作を開始。2日間で刻み上げた作品を手にした

顔には満足感が満ちていました。

熱闘！第8回少年野球交流大会

　8月8日ω、大好き十日町会主催の少年野球大会

が笹山野球場と信濃川運動公園で行われました。本

大会は市内外の子供たちの交流と健全育成を目的に

実施される夏の恒例行事です。当日は真っ黒に日焼

けした9チーム約230人の子供たちが声援に声をから

し、球場狭しと熱戦を繰り広げました。試合の結果

ROKUSHO（六日町）チームが優勝、川治妻有チー

ムが準優勝に輝きました。

9平成10年8月25日号
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罰

1
1
ヨ
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緬
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F
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ヒ
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I
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／！一　　　　　　　お
　　　　　　　　　　　　麟

　　　　　　　　　　　　　、

過去5回の成績
　　　　　　　　　　　　　襟
　　優勝2位3位　　　　隅

第16回

と
　
き

と
こ
ろ

．
鯉
踊
こ
と
の
十
日
町
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

謎下条糊鳶轍
　　　　　　　　総

婁
錺

優勝 2位 3位

第11回
（昭和53年） 東部 中条 吉田

第12回
（昭和57年） 東部 下条 中条

第13回
（昭和62年）

大井田 水沢 中条

第14回
く平成2年）

大井田 水沢 中条

第15回
（平成6年） 水沢 大井田 川治

霧

轟辮聲

本
　
　
部

f

1
胃一

＼

9
月
6
日
◎

（
雨
天
決
行
）

十
日
町
市

　
陸
上
競
技
場

　
　
　
　
（
中
条
背
戸
）

」
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チ
ー
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の
パ
ワ
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全
開
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
雛
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
難
、
．
．
嚢
．

　
　
　
鐵
懸
嚢
鍮
懸
鍵
縫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
慧
鑛
欝
雛
鞠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
鐵
嚢
鑛
難
　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
叢
難
闘
競

　
　
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懇
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
　
翻
　
　
　
鑓
鑓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
　
灘
　
　
　
懸
鰹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
戦
魏
襲
灘
懇
難
灘
灘
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
瀦
徽
黙
灘
懸
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
獲
講
　
叢
　
響
謡
獲
難
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫

　
　
　
　
　
　
　
鹸
顯
繍
顯
顯
顯
顯
鰍
纏
灘
　
鰍
懸
穰
醗
濾
…

難
難
蝿
翻
鐡
鞭
纒
灘
難
鰯
難
鶴

　
　
　
　
　
　
難
灘
灘
灘
麟

　
　
　
　
　
　
　
麗
㈱
総
総
鑓
欝
鱒
舗
麹
　
灘
灘
　
　
醗
麹
　
麗
㈱
欝

　
　
　
　
　
　
『
縷
縷
響
懸
愚
縷
醗
縷
慧
．
…
、
慧
響
　
　
慧
欝
　
難
鍵
慧

　
　
　
　
　
　
；
認
鎌
灘
鰯
鷺
灘
鰯
覇
灘
』
糞
響
．
　
難
覇
繋
灘
翻
講

70



7’イハ」1”

振興センター（クロス10）

0013日（日）10＝00～17＝00

“

▼▼▼日爵・9箭翻騰欝欝輸・紹蝦評罵u1
　恒例のマルチメディアイベントを今年は中魚沼郡十日町市児童生徒発明工夫・模型展、生物標本展と

一緒に開催します。参加費無料。総合講座申込み・問合せは企画人事課企画係（盈57－3111内線216）へ。

綴綴潟馨灘灘然科難難麟翻実験中継、、．、　　P　　　P　　懸翼ルチメデ蓄魏態嚢雛一

　難欝幾議鐡羅テ纒醸麟馨自然科学館懸塗場懸鰯。　・　『鐸繋一一マ「教欝鞭灘織議黎灘鰭翻劉

漿遽欝、鍵験懸鹸議謬難鞭麹てみよう璽霧射一灘i螢麟　、　占馨④露インター蒸麹臨と教欝灘『

鐵轟馨鰯彊麟『『　』、．、P…、、1、・．・　米翻縫駿鯵羅翻髄鐵礁雛
額灘鋸鱒鞍鍵鰯翻鰯露“　　　、1講師蒲講鰯驚縫麟飛撚営麟授）
置羅灘翻雛雛灘繍総懸講整P嬢騰嚢難業鱒錨　　．諜　　　　　欝紹蒔　鯉團鰻　鰭獲認騰難懸穂　、

駐霧纏轟講響翻麗諺翼轟雛．籔撚の慧灘灘塑謹臨灘講麟『』
麗灘鍵灘欝畿難麟騰　、・障、，難鱒羅講鞍麟騨離響聾騨糞

　　　鰯圏纈羅麟繍欝一羅難　繋嚢鍵欝灘慧欝　　　・　懸羅醗麟譲曝灘鎌繊灘鍵．鰭聾甥響餐櫻繕掲癒版．

灘縁蒙鱗数慧麹麟覇灘購欝遜礁謹麟．翻錘講　　　鱗一毯蝿一辮一．機器震承獄謹鹸灘嬢灘蒙．

嚢繍覇繕団員蓑秦鋒

一　霧　　　1　縣　壽　1　璽
　　　　　　　　　　　　騰　、麟

繋退職麹堕風員64麗灘壽彰蒙

　8月10日（月〉、消防本部で退職消防団員

の表彰伝達式が行われました。長年地域

の消防活動を献身的に支えてきた64人の

皆さんに県消防協会長表彰（15年以上）

をはじめ市長表彰などが行われました。

設
肋

瞬灘暴譲諺．｝驚、響蕉｛

　　墾　　・編　’【一墾”　　灘誕・鯉鱗　．塾

i臨響・鰹、欝
馨鑛　　　騨　　一　…錘疑
ぼ　　　　　　　　　　　　　　　

轟萎罐麟　．灘
矩9羅勧騨蟹　30荘Km

　鐙島小P　TAの設立50周年を記念する

24時間リレーマラソンが8月14日働朝10

時から同校校庭で行われました。その結

果、地区民約500人が10分交代でタスキを

つなぎ、計309．2kmを走り抜きました。

　
市
内
の
施
設
や
名
所
を
巡
る
施
設

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
福

祉
分
野
を
中
心
と
す
る
「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
コ
ー
ス
」
と
、
新
装
間
も

な
い
昭
和
町
通
り
や
緑
道
、
当
間
高

原
を
巡
る
「
市
内
の
す
て
き
発
見
コ

ー
ス
」
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

▼
申
込
み
　
各
コ
ー
ス
と
も
参
加
費

を
添
え
て
8
月
2
8
日
働
～
9
月
1
6
日

㈱
ま
で
に
企
画
人
事
課
広
報
広
聴
係

（
智
5
7
1
3
1
1
1
内
線
四
）
へ
。

※
参
加
は
一
人
ー
コ
ー
ス
の
み
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
。

　市役所　 妻有荘　なごみの家　エンゼル妻有9：30発（集合9：15）　　　9140～10：10　　　10：20～10：40　　　　10：45～11＝05

　　　身体障害者福祉センター　　　　ポレポーレ（昼食）
　　　　　　11：10～11＝30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11：40～13：00

欝驚麓　 市徽讐欝　　　匡重巫

　市　役　所＿＿昭和町通り＿駅西→緑道＿博物館＿
9：30発（集合9＝15〉　　9：35～10二〇〇　　　10110～10二40　　王0＝45～11＝45

ベルナ’ティオ（昼食）＿ベルナティオ＿花だいらハーブガーデン見学
　　12＝00～13二〇〇　　　　　　　　　13：05～14105　　　　　　　　　　　　14＝10～14＝50

一一黙≦、冒、鼎一市懲着　　　　匡翼巫

肇
．

ご
利
用
く
だ
さ
い

わ
か
り
や
す
い

市
役
所
業
務
紹
介
講
座

　
「
わ
か
り
や
す
い
市
役
所
業
務
紹

介
講
座
」
を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
の

講
座
は
普
段
「
わ
か
り
に
く
い
、
見

え
に
く
い
」
と
い
わ
れ
が
ち
な
市
役

所
業
務
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
各

課
の
係
長
が
地
元
に
う
か
が
っ
て
所

管
業
務
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
受

講
対
象
は
グ
ル
ー
プ
や
地
域
・
企
業
な

ど
お
お
む
ね
1
0
人
以
上
の
団
体
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
は
企
画
人
事
課
広

報
広
聴
係
へ
。

謙
無
懲

　
　
　
　
．
ノ

　
欝

　　騨　麟
購
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　　　　　「旅の思い出」

　初めての一人旅、夫婦の旅．なつかし

い友人を訪ねる旅、思い出づくりの旅…。

皆さんがこれまでに体験した、心に残る

旅の思い出をお寄せいただきました。

　　　ひさ　　こ

水落尚子さん
　　（山新田）

　
私
は
2
0
代
を
横
浜
で
過
ご
し
、
幼

い
子
供
を
抱
え
な
が
ら
激
し
い
空
襲

を
経
験
し
た
世
代
で
す
。
3
7
歳
で
夫

と
死
別
し
、
そ
れ
以
来
農
業
と
和
裁

を
し
な
が
ら
女
手
ひ
と
つ
で
子
供
を

育
て
あ
げ
ま
し
た
。
好
き
な
旅
行
も

子
供
が
一
人
立
ち
し
、
よ
う
や
く
自

分
の
時
問
が
も
て
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。
以
来
私
は

全
国
各
地
を
旅
し
、
名
所
旧
跡
を
数

多
く
見
て
き
ま
し
た
。

　
旅
は
農
協
婦
人
部
の
役
員
と
し
て

研
修
旅
行
や
団
体
旅
行
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

そ
の
時
分
に
最
も
印
象
深
い
の
が
1
5

年
ほ
ど
前
に
行
っ
た
韓
国
へ
の
旅
行

で
す
。
こ
の
時
は
日
韓
農
協
婦
人
部

灘

　　　　　　声　　　　の　　　鞍　雛撰まちの

　　　　「石彫のある町並み」

　第4回石彫シンポジウムが22臼に幕を

閉じました。今回の作品5点は市街地中

心部に設置されます。芸術文化のかおる

まちづくり￥生活に融和する石彫につい

て皆さんの声をお聞きします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁などい

　ずれの万法でも構いません。なお紙上

　匿名は構いませんが、お名前、住所、

　電話番号だけは明記してください。

◆送付先　9目10日㈲までに企画人事課

　広報広聴係（〒948－8501十日町市干歳

　町3－3　智57－3111内線213）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
ご
　
み

新
鮮
な
出
会
い
と
語
ら
い
が
旅
の
醍
醐
昧

の
交
流
と
親
善
を
兼
ね
、
2
泊
で
ソ

ウ
ル
市
内
と
農
村
部
、
3
8
度
線
付
近

を
巡
り
ま
し
た
。
バ
ス
に
揺
ら
れ
到

着
し
た
農
村
で
は
、
稲
わ
ら
を
背
負

っ
て
運
ぶ
人
や
地
域
ぐ
る
み
で
稲
を

手
刈
り
す
る
風
景
を
目
の
あ
た
り
に

し
ま
し
た
。
採
れ
た
モ
ミ
は
道
に
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

げ
、
民
族
衣
装
を
着
た
女
性
が
ぞ
の

上
を
歩
き
な
が
ら
裏
返
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
広

が
る
唐
辛
子
の
乾
燥
風
景
、
漬
け
物

瓶
の
整
然
と
並
ぶ
様
子
、
赤
土
の
大

地
、
緑
少
な
い
岩
山
な
ど
、
最
も
近

い
国
で
あ
り
な
が
ら
歴
史
文
化
や
社

会
情
勢
、
自
然
に
い
た
る
ま
で
日
本

と
の
違
い
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
一

方
で
旅
先
で
出
会
っ
た
人
と
の
交
流

は
国
や
言
葉
を
超
え
た
楽
し
み
で
す
。

下
の
写
真
は
私
た
ち
を
温
か
く
迎
え

て
く
れ
た
韓
国
の
皆
さ
ん
と
の
思
い

出
の
一
枚
で
す
。

　
老
後
を
迎
え
た
今
も
、
地
域
や
市

の
老
人
会
の
旅
行
を
楽
し
み
に
毎
年

参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
旅

は
再
び
訪
れ
る
場
所
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
年
代
や
参
加
す
る
顔
ぶ
れ
で
楽

し
み
方
や
心
に
残
る
印
象
が
違
う
も

の
で
す
。
今
は
同
世
代
の
皆
さ
ん
と

和
や
か
に
、
無
理
な
く
行
け
る
老
人

会
の
旅
が
一
番
い
い
で
す
ね
。
同
世

代
の
皆
さ
ん
、
旅
に
出
て
、
楽
し
い

余
生
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
よ
。

韓国農協婦人部の皆さんとの思い出のひとこま

⑳　　いちばんいいて

埼玉県鳩ケ谷市里1060（市内下条本町出身・61歳）

今井サキさん
（大好き十日町会会員）

　
私
が
下
条
中
学
校
を
卒
業
し
た
の
は
昭
和
2
6

年
。
下
条
中
の
校
舎
は
2
5
年
に
新
築
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
、
皆
で
信
濃
川
か
ら
毎
日
石
運
び

を
し
た
こ
と
が
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
私
も
参
加
し
て
石
を
背
負
い
ま
し
た
。

こ
の
校
舎
が
今
で
は
立
派
な
建
物
に
な
っ
て
、

び
っ
く
り
し
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
の
こ
ろ
は

上
級
生
と
毎
日
遊
ん
だ
り
、
農
業
の
手
伝
い
を

し
た
り
し
た
も
の
で
す
。
そ
う
そ
う
、
お
盆
に

な
る
と
下
駄
を
買
っ
て
も
ら
う
の
が
う
れ
し
か

っ
た
で
す
ね
。
み
ん
な
ふ
る
さ
と
の
な
つ
か
し

い
よ
き
思
い
出
で
す
。

　
7
月
1
9
日
、
東
京
新
潟
県
人
会
の
納
涼
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
県
人
会
や
十
日
町
会
の
方
々

に
お
会
い
で
き
、
ま
る
で
田
舎
に
帰
っ
た
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
納

涼
会
で
歌
を
歌
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄

に
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
2
次
会
に
も
誘

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
こ
の
県

人
会
が
ま
す
ま
す
盛
大
に
催
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
レ
コ
ー
ド
会
社
に
入
っ
た
の
は
、
昭
和

63

年
で
す
。
お
陰
様
で
皆
様
か
ら
か
わ
い
が
ら

れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
私
の
楽
し
み
は
毎
年
田

舎
に
帰
り
、
皆
さ
ん
と
な
つ
か
し
い
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
皆

様
や
、
県
人
会
、
十
日
町
会
の
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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戸田一雄さん
（共立観光㈱勤務）

　
『
高
校
の
修
学
旅
行
は
北
海
道
。

こ
の
時
添
乗
員
に
あ
こ
が
れ
、
4
年

後
、
私
は
添
乗
員
に
な
っ
て
い
た
』

　
旅
で
の
様
々
な
出
会
い
が
、
時
と

し
て
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
旅
に
は

団
体
・
家
族
・
独
り
旅
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
形
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
人
数

が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
見
知
ら

ぬ
人
と
の
会
話
が
多
く
な
る
も
の
で

す
。
普
段
あ
ま
り
知
ら
な
い
人
に
は

声
を
か
け
ら
れ
な
い
人
が
旅
先
で
は

違
っ
た
り
し
て
。
こ
れ
も
旅
の
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。

　
私
は
2
0
年
前
、
3
か
月
に
及
ぶ
ア

事
前
の
情
報
・
知
識
が
旅
を
よ
り
楽
し
く
す
る

メ
リ
カ
独
り
旅
を
し
ま
し
た
。
こ
の

旅
は
今
の
私
の
原
点
で
す
。
出
発
の

半
年
も
前
か
ら
様
々
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
目
を
通
し
、
出
発
す
る
こ
ろ
に

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
地
図
が

す
べ
て
の
通
り
の
名
前
を
入
れ
て
空

で
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
そ
の
角
を
曲
が
れ
ば
安
い
ホ
テ
ル

が
あ
る
」
な
ど
、
何
度
も
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
よ
う
な
感
じ
で
出
発
し
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。
旅
を
す
る
と

き
の
事
前
勉
強
は
現
地
で
の
無
駄
な

時
間
を
省
い
て
く
れ
ま
す
。
旅
行
に

出
か
け
る
際
は
、
本
屋
さ
ん
や
私
ど

も
旅
行
会
社
の
窓
口
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
事

前
情
報
・
知
識
を
持
っ
て
出
発
し
て

く
だ
さ
い
。

　
先
日
、
長
岡
花
火
の
お
客
様
と
ご

一
緒
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
花
火
は

雨
で
中
止
で
し
た
が
、
そ
の
夜
の
宴

会
の
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
。
旅
の
楽

し
み
方
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
一
つ

の
目
的
を
失
っ
て
も
次
の
目
的
を
と

い
う
具
合
に
、
ど
ん
な
状
況
下
で
も

旅
を
最
大
限
に
楽
し
み
ま
す
。

　
だ
か
ら
旅
は
楽
し
い
。

初めての添乗は高校の修学旅行

賓
脊差グt

ワー

グ
⑳

昨　　年5月からマゴロク石油でスタンドの仕
　　事をしています。もともと人と接するこ

とが好きなので、お客さんに私の顔を覚えて

もらい、声をかけていただけることがとても

励みになります。職場の平均年齢は24歳と若々

しく、いつも活気にあふれているんですよ。

その中で私が一番の年下です。目標とする先

輩に追いつけるよう毎日がんばっています。

趣　　味はドライブです。友人と出かけること
　　もありますが、新潟県内ならどこへでも

一人で運転して行くことができます。夏のド

ライブは海岸線が気持ちいいですね。特に寺

泊周辺のシーサイドラインが私のお薦めです。

△年5月には成人式を迎えました。当日の
7会場はなつかしい顔があふれ、互いに再

会を喜びあいました。そんな中さみしく思う

のが、地元に残る同級生がたった3割程しか

いないということです。一人でも多くの同級

生から地元に残ってほしいと思います。また

残れるような環境整備をお願いします。

※同級生や友人にも温かな心配りを忘れない尾身さん

　の紹介で、次回は内藤洋一さんにバトンタッチ。

　　　〆　　　け碑　　》　鍵・＾

δ
．
！ ！
ト　鋼醗晒酒〆

、》9娩

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ06

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

　牛
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

　引
盈
0
3
，
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

東
京
水
沢
会
総
会

に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
る

　
東
京
事
務
所
で
承
知
し
て
い
る

会
に
、
東
京
十
日
町
会
の
ほ
か
、

東
京
水
沢
会
と
東
京
六
箇
会
が
あ

り
ま
す
。

　
東
京
水
沢
会
（
太
田
政
直
会
長
V

は
、
旧
水
沢
村
出
身
の
人
た
ち
で

構
成
さ
れ
、
現
在
会
員
は
9
百
人

を
超
え
る
そ
う
で
す
。
約
4
0
年
前

に
結
成
さ
れ
た
歴
史
の
あ
る
会
で

す
。
昨
年
の
1
0
月
に
は
立
派
な
会

旗
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
総
会
が
7
月
1
9
日
、
文
京

区
白
山
に
あ
る
千
石
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
3
9
人
と

少
数
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
旧
知
の

間
柄
と
み
え
て
、
和
や
か
で
か
つ

に
ぎ
や
か
な
会
で
し
た
。

　
毎
年
1
月
に
は
新
年
会
も
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
新
年

会
に
は
十
日
町
か
ら
も
数
名
参
加

し
、
一
層
盛
大
に
行
わ
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。

〈
東
京
水
沢
会
連
絡
先
〉

　
〒
1
1
0
1
0
0
1
3

　
　
　
台
東
区
入
谷
2
－
3
6
－
1
0

　
広
田
京
二
（
盈
0
3
－
3
8
7
1

ー
2
7
0
1
、
F
A
X
3
8
7

1
1
2
7
0
8
）

　
さ
て
、
以
前
に
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
2
年
に
一
度
行
わ
れ

る
東
京
十
日
町
会
（
涌
井
巽
会
長
）

の
総
会
が
左
記
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

目
日
時
　
1
0
月
1
7
日
㈹

　
　
　
　
　
　
午
後
4
時
3
0
分
～

■
場
所
　
キ
ャ
ピ
タ
ル
東
急
ホ
テ

　
ル
（
千
代
田
区
永
田
町
2
1
1
0

　
－
3
）

■
会
費
　
1
万
円

　
幹
事
の
方
の
お
話
だ
と
、
首
都

圏
在
住
の
十
日
町
出
身
者
の
人
は

で
き
る
だ
け
大
勢
出
席
し
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
で
す
。
た
だ
、
住
所

が
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
と
、

費
用
の
点
で
全
部
の
人
に
ご
案
内

で
き
な
い
そ
う
で
す
。
お
知
り
合

い
の
方
に
ぜ
ひ
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

〈
東
京
十
日
町
会
連
絡
先
〉

　
〒
1
0
4
－
0
0
6
1

　
中
央
区
銀
座
4
－
1
0
－
1
0
G
M

　
ビ
ル
ー
1
階
　
春
日
法
律
事
務
所

　
春
日
寛
（
智
0
3
1
3
5
4
5
1

　
4
4
5
1
、
F
A
X
3
5
4
5

　
－
4
4
5
2
）
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　9月11日樹

②交通事故相談　　　　9月21日（月）

③巡回職業援助相談　　9月18日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
業
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤
9月10日休）倉重安雄弁護士

　　24日㈱　桜井陽一弁護士

午後1時30分～午後4時
会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ要予約。

チレホ：ンサーじス
圃十日町市観光情報

　　　　　　　57－0500
雷くらしのダイヤル

　　　025－285－7000
8／31～9／7　クリーニングトラブルを

　　　　防ぐには
9／7～9／14　高齢者に多い訪問販売ト

　　　　ラブル
9／14～9／21消費生活相談事例

　　　　～S　F商法のトラブル～
9／21～9／28クーリングオフは必ず書

　　　　面で
9／28～10／5名義貸しの危険

臨馨琵か

シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ
h
妻
有
郷

笏
日
時
0
9
月
1
8
日
樹
・
1
9
日
ω
笏
場
所

H
市
民
会
館
ホ
ー
ル
霧
内
容
月
天
国
と
地

獄
、
飢
餓
海
峡
ほ
か
影
入
場
料
H
5
百
円

（
2
日
分
）
霧
問
合
せ
U
公
民
館
本
館
（
費

57
1
5
0
1
1
）
へ
。

絵
手
紙
作
品
展

霧
期
問
H
9
月
1
日
㈹
～
3
0
日
㈱
雛
場
所

H
十
日
町
駅
地
下
道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
笏
内
容

H
十
日
町
絵
手
紙
教
室
の
皆
さ
ん
に
よ
る

作
品
展
笏
問
合
せ
H
公
民
館
本
館
へ
。

当
重
茜
独
唱
会

～
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
の
夕
べ
～

笏
日
時
H
9
月
1
0
日
㈲
午
後
7
時
～
（
6

時
3
0
分
開
場
）
纏
場
所
口
市
民
会
館
ホ
ー

ル
雛
入
場
料
H
大
人
一
3
千
円
、
中
学
生

以
下
”
千
5
百
円
霧
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
H
茜

オ
フ
ィ
ス
（
智
5
9
1
2
2
1
7
）
、
公
民
館

本
館
ほ
か

な
こ
み
の
家

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会

霧
日
時
H
9
月
4
日
働
午
後
7
時
～
（
6

時
3
0
分
開
場
）
霧
場
所
ほ
市
民
会
館
ホ
ー

ル
笏
入
場
料
”
3
千
円
笏
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

H
イ
ト
ー
楽
器
、
朝
日
堂
、
丸
久
紙
店
、

オ
プ
ト
ニ
ワ
ノ
笏
問
合
せ
H
な
ご
み
の
家

（
盈
52
1
5
2
1
2
）
へ
。

9
月
の
「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

笏
日
時
目
9
月
1
・
8
・
2
2
・
2
9
日
の
各

火
曜
日
影
場
所
H
市
民
体
育
館
（
た
だ
し

22

日
は
サ
ン
ク
ロ
ス
）
笏
問
合
せ
H
公
民

館
本
館
へ
。

ど
ん
ぐ
り
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
影
絵
の
夕
べ

霧
日
時
H
9
月
1
2
日
㈹
午
後
7
時
～
霧
場

所
H
公
民
館
本
館
雛
内
容
H
影
絵
「
や
ま

ん
ば
と
お
ふ
だ
」
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
ほ
か

霧
問
合
せ
H
公
民
館
本
館
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

霧
日
時
H
9
月
3
日
㈲
・
1
7
日
㈲
午
前
9

時
3
0
分
～
霧
場
所
H
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

笏
間
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係

へ
。劇
団
ど
た
ん
ば

　
　
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演

　
～
真
夏
の
夜
の
夢
～

霧
日
時
H
9
月
1
2
日
ω
午
後
7
時
～
（
6

時
3
0
分
開
場
）
、
1
3
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～

（
1
時
開
場
）
霧
場
所
H
市
民
会
館
ホ
ー

ル
雛
入
場
料
ロ
千
円
（
当
日
は
千
2
百
円
）

笏
問
合
せ
H
劇
団
ど
た
ん
ば
代
表
“
野
上

隆
一
（
奮
5
7
1
4
9
3
0
）
へ
。

南
魚
美
術
協
会
・

市
芸
術
協
会
・

　
　
市
書
道
協
会
交
流
展

笏
日
時
H
9
月
5
日
ω
・
6
日
㈲
午
前
9

聾㌶鍵辮
講辮

　
　
コ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑰

　
　
9
月
の

膨
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

〈
県
内
力
士
に
よ
る
奉
納
相
撲
〉
　
▼
日
時
H
9
月
1
日
㈹
午
前
9
時
～

▼
場
所
H
伍
社
宮
（
塩
沢
町
大
字
関
・
石
打
駅
か
ら
徒
歩
3
分
・
江
戸
時

代
か
ら
続
く
「
宿
場
角
力
」
か
ら
発
展
）
▼
問
合
せ
H
塩
沢
町
観
光
協
会

（
盈
0
2
5
7
1
82
1
0
0
0
7
）
へ
。

〈
水
族
博
物
館
写
生
会
〉
　
▼
日
時
H
8
月
2
4
日
㈲
～
1
0
月
31
日
㈹
▼
場

所
U
上
越
市
立
水
族
博
物
館
（
直
江
津
駅
か
ら
徒
歩
1
0
分
）
▼
水
族
館
の
展

示
物
を
自
由
に
描
い
て
も
ら
う
▼
参
加
費
H
一
般
6
3
0
円
、
小
・
中
学

生
2
8
0
円
、
幼
児
1
4
0
円
（
期
間
中
3
回
ま
で
入
館
で
き
ま
す
）
▼

問
合
せ
H
上
越
市
立
水
族
博
物
館
（
暦
0
2
5
5
1
4
3
1
2
4
4
9
）
へ
。

〈
環
境
学
入
門
・
文
化
講
演
会
〉
　
▼
日
時
H
9
月
5
日
ω
午
後
2
時
～

（
入
場
無
料
）
▼
場
所
”
上
越
教
育
大
学
講
堂
（
直
江
津
駅
1
2
時
3
5
分
発

教
育
大
学
経
由
中
央
病
院
行
バ
ス
で
2
0
分
）
▼
講
師
“
市
川
定
夫
（
埼
玉

大
学
教
授
）
▼
問
合
せ
”
上
越
市

文
化
政
策
課
（
盈
0
2
5
5
－
2
6

1
5
1
1
1
）
へ
。

〈
チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
公
演
〉
　
▼
日
時
U
1
0

月
1
4
日
㈱
午
後
7
時
～
▼
場
所
目

上
越
文
化
会
館
（
直
江
津
駅
1
8
時

01

分
発
南
本
町
行
き
バ
ス
）
▼
入

場
料
H
S
S
l
万
2
千
円
、
S
1

万
円
、
A
8
千
円
、
B
6
千
円
（
前

売
券
発
売
中
）
▼
間
合
せ
H
上
越

文
化
会
館
（
盈
0
2
5
5
1
2
5
1

4
1
0
3
）
へ
。
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時
～
午
後
5
時
（
た
だ
し
、
6
日
は
午
後

4
時
ま
で
）
霧
場
所
H
市
博
物
館
雛
入
場

料
U
大
人
”
2
百
円
、
団
体
”
1
5
0
円
、

中
学
生
以
下
”
無
料
（
博
物
館
入
館
料
含

む
）
霧
展
示
内
容
H
書
道
、
日
本
画
、
洋

画
、
版
画
、
現
代
美
術
、
彫
刻
、
工
芸
、

写
真
霧
問
合
せ
判
斎
木
文
夫
（
市
芸
術
協

会
盈
5
7
1
4
1
3
7
）
へ
。

第
11
回
市
長
杯

大
池
へ
ら
鮒
釣
り
大
会

霧
日
時
”
9
月
2
0
日
㈲
午
前
6
時
3
0
分
～

（
6
時
か
ら
受
付
開
始
・
雨
天
決
行
）
笏

場
所
H
大
池
笏
参
加
費
ほ
年
間
遊
漁
券
保

持
者
“
千
8
百
円
、
未
保
持
者
髄
2
千
5

百
円
（
共
に
食
事
付
き
）
霧
定
員
目
4
0
人

（
先
着
順
）
雛
申
込
み
H
9
月
1
5
日
㈹
ま

で
に
キ
ジ
マ
釣
具
店
（
駅
通
り
費
5

2
1
2

4
7
8
）
へ
。

と
お
か
ま
ち

夢
つ
む
ぎ
パ
ー
テ
ィ
ー

霧
日
時
”
1
0
月
2
4
日
ω
午
後
1
時
～
雛
場

所
H
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・
ベ
ル
ナ
テ
ィ

オ
獲
参
加
資
格
H
①
男
性
は
市
内
在
住
の

20
歳
以
上
4
5
歳
未
満
の
独
身
者
②
女
性
は

20
歳
以
上
の
独
身
者
霧
募
集
人
数
H
男
女

各
5
0
人
霧
参
加
費
H
男
性
7
千
円
、
女
性

3
千
円
纏
問
合
せ
・
申
込
み
H
9
月
2
4
日

必
着
で
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
1
人
1
通
）
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
「
と
お
か
ま
ち
夢
つ
む
ぎ
パ
ー

テ
ィ
ー
実
行
委
員
会
」
（
市
役
所
内
〒
9
4

8
－
8
5
0
1
十
日
町
市
千
歳
町
3
－
3

盈
5
7
－
3
1
1
1
）
へ
。

え
ぷ
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

影
日
時
・
内
容
H
9
月
8
日
㈹
「
秋
の
行

楽
弁
当
」
、
2
4
日
㈱
「
モ
ロ
ッ
コ
の
ア
ウ
ト

ド
ア
料
理
」
両
日
と
も
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
1
時
3
0
分
笏
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
笏
参
加
費
目
5
百
円
笏
定
員

H
1
8
人
（
多
数
の
場
会
は
抽
選
）
雛
申
込

み
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
費
52

－
3
1
0
7
）
へ
。

第
2
6
回
十
日
町
市

　
　
皇
居
勤
労
奉
仕
団
員

笏
日
時
隔
平
成
n
年
6
月
下
旬
（
4
泊
5

日
）
雛
定
員
H
5
0
人
（
先
着
順
）
獲
参
加

費
ほ
7
万
5
千
円
程
度
霧
申
込
み
H
1
0
月

10
日
ま
で
に
小
林
由
直
（
智
5
7
1
5
3
9

2
）
ま
た
は
、
春
日
敏
男
（
智
5
7
－
8
5

9
6
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

▼
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
問
合
せ
は
、

　
総
合
体
育
館
（
盈
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

〈
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
・
昼
の
部
V

笏
日
時
H
9
月
1
日
㈹
～
1
2
月
1
5
日
㈹
ま

で
の
第
4
週
を
除
く
毎
週
火
曜
日
午
前
1
0

時
～
笏
場
所
H
総
合
体
育
館

〈
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
・
夜
の
部
〉

笏
日
時
ほ
9
月
3
日
㈱
～
1
2
月
1
7
日
㈱
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
笏
場

所
n
総
合
体
育
館

〈
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用
時
間
変
更
〉

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
の
利
用
時
間
が
9
月
1
日
か
ら

変
わ
り
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

笏
利
用
時
間
u
月
～
土
曜
日
”
午
前
m
時

～
午
後
9
時
3
0
分
、
日
曜
・
祝
日
“
午
前

9
時
～
午
後
5
時
（
毎
月
第
4
火
曜
日
、

年
未
年
始
は
休
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
二
高

　
　
の

　
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
一
．

　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
レ
般

ー
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ト
一

日
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
「
．
．

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
券

3
凝
　
　
　
　
　
　
　
旧
際
回

月
ー
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
の
－
淀

－o

朋
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
講
ー
潰

～
刃
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
受
・
力

日
の
だ
　
　
　
　
　
　
∬
会
い
体

摺
　
　
　
　
羅
欝

⑲
二
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍮
登
め
▲

　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
登
尿
＊

表
レ
上
　
　
　
　
　
　
　
　
料
り
㌧

程
勧
　
　
　
　
　
　
撫
黙
円

日
い
予
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ー
を
50

会
罐
　
　
　
　
　
硝
鞠

習
受
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
＊
用

講
謡
　
　
　
　
珂
擁

録
習
○
　
　
　
　
　
プ
引
旛
胴

登
鷺
　
　
　
　
豫
痛

笏
登
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
了
ン
校

〈
第
1
2
回
十
日
町
長
距
離
カ
ー
ニ
バ
ル
〉

笏
日
時
H
9
月
2
3
日
㈱
笏
場
所
1
1
陸
上
競

技
場
笏
種
目
”
8
0
0
m
、
1
5
0
0
m
、

3
千
m
、
5
千
m
、
1
万
m
笏
対
象
“
小
学

生
～
一
般
笏
参
加
費
目
小
・
中
学
生
5
百

円
、
高
校
生
千
円
、
一
般
千
5
百
円
勿
申
込

み
H
9
月
7
日
㈲
ま
で
に
総
合
体
育
館
へ
。

〈
市
民
プ
ー
ル
閉
場
〉
　
市
民
プ
ー
ル
は

8
月
31
日
で
閉
場
し
ま
す
。
ご
利
用
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

月 火 水 木 金 土 日・祝日

9130～10：30 一 一 一 一 ｝ 一 ○

10130～11＝30 ▲ ○ ○ ▲ ○ ○ 11＝00～12二〇〇

　▲
14：00～15100 ○ ○ ▲ ○ O ▲ ○

15＝30～i6：30 ○ ▲ ○ ○ ▲ ○ ○

18130～19：30 一 一 一 ○ ▲ ○ ｝

20100～2玉＝00 ○ ▲ ○ ▲ ○ ○ 一

◆
市
奨
学
生
の
追
加
募
集
　
笏
応
募
資
格

一
一

』．

」脳∂、

⑰

ま
も
な
く

　
　
　
敬
老
の
日
で
す

　
国
民
の
祝
日
と
し
て
、
毎
年
9

月
1
5
日
は
「
敬
老
の
日
」
の
お
祝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
祝
日
は
、
多
年
に
わ
た
り

社
会
に
尽
く
し
て
き
た
お
年
寄
り

を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も

に
、
と
か
く
孤
独
に
陥
り
や
す
い

お
年
寄
り
の
生
活
を
、
明
る
く
豊

か
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
す
べ
て
の
人
が
老
人
福
祉
に
つ

い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
、
平
和

な
家
庭
・
明
る
い
社
会
を
作
り
、

ま
た
、
お
年
寄
り
自
身
も
常
に
心

身
の
健
康
に
注
意
し
、
今
日
ま
で

培
っ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
一
層

社
会
に
役
立
て
る
な
ど
、
時
代
と

と
も
に
生
き
る
意
欲
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
も
こ
の
時
期
に
高

齢
者
の
方
に
は
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
、
さ
さ
や
か
で
す
が
祝
品
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
対
象
者
は
、
8
月
1
日
現

在
で
左
記
の
表
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

文橡年齢 対象者数

80歳 307人

88 120

99 6

100 2

101以上 4

　
こ
れ
か
ら
の
長
寿
社
会
は
、
単

に
「
長
寿
」
を
目
標
と
す
る
の
で

は
な
く
、
「
長
寿
を
喜
ぶ
こ
と
の
で

き
る
社
会
」
を
目
標
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
、

①
高
齢
者
が
健
康
で
積
極
的
に
社

　
会
に
貢
献
で
き
る
社
会

②
高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
、
家
庭

　
や
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生
活

　
で
き
る
社
会

③
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
後
世
代

　
に
と
っ
て
も
長
寿
が
喜
べ
る
も

　
の
と
感
じ
ら
れ
、
社
会
全
体
と

　
し
て
も
活
力
が
十
分
に
維
持
さ

　
れ
て
い
る
社
会

　
こ
の
よ
う
に
、
高
齢
者
も
若
い

人
た
ち
も
と
も
に
目
標
を
も
っ
て

暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
づ
く
り
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新潟県最高齢者

中町周衛さん
　（為永・105歳）

明治25年10月28日生

75平成10年8月25日号
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”
1
0
年
度
に
大
学
か
短
期
大
学
に
在
学
中

で
、
次
に
該
当
す
る
人
①
市
内
に
3
年
以

上
住
ん
で
い
る
世
帯
の
子
弟
②
学
業
成
績

が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
人
③
経
済
的
な
理

由
で
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
人
④
心
身

と
も
に
健
全
な
人
笏
月
額
口
▼
大
学
H
3

万
5
千
円
▼
短
期
大
学
u
3
万
5
千
円
笏

貸
与
期
問
1
1
1
0
年
9
月
か
ら
在
学
す
る
学

校
の
最
短
終
業
年
限
の
終
了
ま
で
笏
提
出

書
類
H
①
奨
学
金
貸
与
願
書
②
出
身
高
等

学
校
長
の
推
薦
書
③
出
身
高
等
学
校
の
成

績
証
明
書
④
戸
籍
謄
本
と
住
民
票
謄
本
⑤

医
師
の
健
康
診
断
書
⑥
1
0
年
度
市
県
民
税

所
得
課
税
証
明
書
（
世
帯
全
員
が
載
る
も

の
）
勿
申
込
み
1
1
9
月
1
6
日
㈱
ま
で
に
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ
。

◆
ま
す
ま
す
有
利
に
、
勤
労
者
住
宅
建
設

資
金
　
勿
融
資
金
利
H
年
3
・
4
9
％
を
2
・

40
％
に
大
幅
引
下
げ
笏
融
資
限
度
額
H
3

百
万
円
を
5
百
万
円
に
大
幅
拡
大
笏
問
合

せ
”
商
工
観
光
課
（
盈
52
1
5
5
6
9
）

ま
た
は
労
働
金
庫
十
日
町
支
店
（
智
57
－

8
3
0
0
）
へ
。

◆
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
便
利
な
国
民
年
金

前
納
制
度
　
市
で
は
、
4
月
～
翌
年
3
月

ま
で
前
納
す
る
1
年
前
納
を
勧
め
て
い
ま

す
が
、
1
0
月
～
翌
年
3
月
ま
で
前
納
す
る

半
年
前
納
も
で
き
ま
す
。
1
0
年
1
0
月
～
n

年
3
月
の
半
年
前
納
の
場
合
、
定
額
保
険

料
7
8
、
9
2
0
円
、
定
額
保
険
料
＋
付
加

保
険
料
8
1
、
2
9
0
円
で
す
。
毎
月
納
め

た
場
合
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
8
8
0
円
、
9

1
0
円
の
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

　
前
納
は
納
め
忘
れ
防
止
に
も
な
り
、
手

間
も
わ
ず
か
で
す
。
希
望
す
る
人
は
、
9

月
末
日
ま
で
に
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
よ
る
シ
ル

バ
ー
1
1
0
番
　
高
齢
者
や
身
障
者
を
対

象
に
相
続
、
遺
言
、
贈
与
、
介
護
福
祉
な

ど
の
問
題
に
対
し
て
、
法
律
的
な
ア
ド
バ

　お年寄りを交通事故から守りましょう

　家庭、地域ぐるみでお年寄りが交通事故に

遭わないように気を配りましょう。

お年寄り自身も事故に遭わないように心がけ

ましょう。まだまだ若いと思っていても…。

　（自分の身体能力を知ろう！）

レ車のスピードに対する判断力が衰える（動

体視力）〉車の音が聞こえにくくなる〉交通

ルールが変わっているレ夜、物が見えにくく

なる（夜間視力）〉他人への依存心が強くなる

　　秋の全国交通安全運動
　　～9月21目（日）から9目30目体）までの10日間～

〉運動のスローガン〈

　　　反射材つけて安心夜の道

　　安全は目くばり気くばり思いやり

市内の7月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

10年 26（！42） 31（157） 2（3） 50（344）

9年 22（113） 25（128） 0（2） 56（315）

イ
ス
を
し
ま
す
。
笏
日
時
”
9
月
1
3
日
㈲

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
笏
相
談
料
H
無
料

笏
電
話
番
号
”
晒
－
鵬
I
1
8
5
0

◆
表
参
道
・
散
歩
着
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
　
笏
応
募
資
格
H
年
齢
・
性
別
・

プ
ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
。
た
だ
し
、
プ
ロ
は
、

実
務
経
験
3
年
未
満
の
人
。
笏
間
合
せ
・

申
込
み
陸
9
月
1
4
日
㈲
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
あ
な
た
が
考
え
る
き
も
の
の
自

由
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
を
デ
ザ
イ
ン
画
・

写
真
・
ビ
デ
オ
な
ど
で
表
現
し
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
性
別

を
添
付
し
て
表
参
道
・
散
歩
着
コ
ー
デ
イ

ネ
イ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局
（
㈱
プ
ラ
ッ

プ
ジ
ャ
パ
ン
内
〒
励
ー
8
3
4
3
渋
谷
区

渋
谷
3
1
1
0
1
1
3
渋
谷
R
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル

6
階
奮
0
3
i
3
4
8
6
1
8
8
8
7
）
へ
。

※
決
勝
進
出
時
の
モ
デ
ル
（
1
8
歳
以
上
の

女
性
・
本
人
可
）
の
写
真
（
顔
・
全
身
）

と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
も
同
封
の
こ
と
。

◆
酒
害
の
相
談
　
笏
日
時
H
9
月
1
8
日
㈹

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十
日
町

保
健
所
笏
問
合
せ
1
1
十
日
町
保
健
所
（
盈

57
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
．

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

笏
募
集
住
宅
“
谷
内
丑
市
営
住
宅
1
戸

（
6
畳
2
室
、
4
・
5
畳
1
室
、
D
K
）

笏
家
賃
瞬
1
8
、
1
0
0
円
～
3
9
、
7

0
0
円
笏
募
集
期
間
”
8
月
2
5
日
㈹
～

9
月
n
日
㈹
笏
問
合
せ
”
建
設
課
克
雪

利
雪
対
策
室
建
築
住
宅
係
へ
。

青
年
学
級

　
　
　
　
　
5
0
年
の
あ
ゆ
み

　
十
日
町
青
年
学
級
は
、
勤
労
青

少
年
の
修
養
に
便
宜
を
与
え
る
こ

と
を
目
的
に
昭
和
2
3
年
、
青
年
講

座
を
前
身
に
開
講
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
内
容
は
、
国
語
・
史
学
・

物
象
・
経
済
・
社
会
・
英
語
・
生

物
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
学
校
教
育

の
教
科
そ
の
ま
ま
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、
当
時
中
学
校
を
卒
業

し
て
も
高
校
・
大
学
と
進
学
す
る

こ
と
が
ま
だ
ま
だ
一
般
に
は
難
し

く
、
勉
学
の
志
が
あ
り
な
が
ら
や

む
な
く
就
労
す
る
若
者
の
た
め
に
、

な
ん
と
か
教
育
の
場
を
作
れ
な
い

か
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
当
時
は
今
の
よ
う
な

本
館
も
地
区
館
も
な
く
、
適
当
な

施
設
も
な
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
町

の
水
月
庵
を
借
り
て
の
開
講
で
し

た
。
無
論
、
施
設
の
広
さ
も
十
分

で
は
な
く
、
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め

の
有
様
。
冬
の
寒
い
日
は
火
鉢
に

火
を
起
こ
し
て
か
ら
の
授
業
で
す

か
ら
、
昼
の
仕
事
を
終
え
て
通
っ

て
来
る
若
者
た
ち
に
と
っ
て
、
決

し
て
恵
ま
れ
た
教
育
の
場
だ
っ
た

と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
”
学
び
た
い
”
と
い
う
気

持
ち
は
少
し
も
衰
え
る
こ
と
は
な

く
、
多
く
の
若
者
た
ち
の
心
の
と

漏．2／6

も
し
び
が
毎
晩
の
よ
う
に
明
々
と

燃
え
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
時
代
背
景
や
価
値
観
が
あ
ま
り

に
も
違
い
、
当
時
と
現
代
の
若
者

を
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
我
々
が
生
き
て
い
る
社

会
や
現
在
の
学
級
が
、
当
時
の
若

者
た
ち
の
大
き
な
熱
意
で
作
り
上

げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
1
0
月
2
5
日
に
は
5
0
周
年
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同

日
、
水
月
庵
の
一
角
を
お
借
り
し

て
5
0
周
年
記
念
碑
を
建
立
し
ま
す
。

お
近
く
を
お
通
り
の
際
は
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
十
日
町
市
公
民
館

　
　
　
（
暦
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。当時の水月庵
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三
種
混
合
・
二
種
混
合

　
　
　
　
　
　
　
予
防
接
種

纏
1
期
初
回
（
3
～
8
週
間
隔
で
3
回
接

種
）
H
①
9
月
1
日
現
在
1
歳
か
ら
、
接

種
日
現
在
7
歳
半
未
満
の
子
②
未
接
種
か

3
回
接
種
を
し
て
い
な
い
子
。
た
だ
し
、

百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
子
は
二
種
混
合
（
2

回
接
種
）
に
な
り
ま
す
。
受
付
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
③
平
成
9
年
3
月
2
日
～

9
年
9
月
－
日
に
生
ま
れ
た
子
に
は
個
別

通
知
し
ま
す
。
霧
1
期
追
加
（
1
回
接
種
）

H
接
種
日
現
在
7
歳
半
未
満
で
、
1
期
初

回
完
了
後
1
年
を
経
過
し
た
子
纏
注
意
事

項
“
①
「
予
防
接
種
と
子
供
の
健
康
」
を

必
ず
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。
②
医
師
に

よ
る
予
診
（
視
診
・
聴
診
）
が
あ
り
ま
す

の
で
、
脱
ぎ
や
す
い
服
で
き
て
く
だ
さ
い
。

霧
持
参
す
る
も
の
H
①
母
子
健
康
手
帳
②

体
温
計
③
十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
い

な
い
と
き
は
、
登
録
し
て
あ
る
市
町
村
で

発
行
し
た
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」
を

持
参
く
だ
さ
い
。
籔
問
合
せ
H
健
康
福
祉

課
保
健
予
防
係
へ
。

表〉程〈日

対象

地区

1　期　初　回 1期

追加

受付

時間
会場

1回目 2回目 3回目

十日町 9／8（幻 9／29（幻 10／20（幻 11／4（幻 午
後
1
3
0
～
2
3
0

保
健
セ
ン
タ
1

川　治

六箇
水沢

9／10㈱ 10／1㈲ 10／22㈱ 11／5㈲

中条
下　条
吉　田

9／11㈹ 10／2③ 10／23㈹ 11／13㈹

風
し
ん
の
予
防
接
種

霧
該
当
す
る
子
”
平
成
4
年
4
月
2
日
～

8
年
1
0
月
2
日
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
、

麻
し
ん
・
M
M
R
（
麻
し
ん
・
お
た
ふ
く
・

風
し
ん
）
の
予
防
接
種
を
受
け
た
か
、
麻

し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
子
霧

受
け
ら
れ
な
い
子
“
①
1
年
以
内
に
け
い

れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
②
1
か

月
以
内
に
生
ワ
ク
チ
ン
（
ポ
リ
オ
・
麻
し

ん
・
お
た
ふ
く
・
B
C
G
）
を
受
け
た
子

雛
注
意
事
項
”
平
成
n
年
度
ま
で
は
、
小

学
校
1
年
生
で
も
接
種
し
ま
す
が
、
で
き

る
だ
け
就
学
前
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

雛
接
種
日
“
1
0
月
下
旬
～
n
月
中
旬
の
指

定
し
た
日
籔
申
込
み
目
9
月
7
日
㈲
～
1
8

日
團
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
1
5
分
）
の
間
に
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
し
、
健
康
福
祉
課
の
窓
口

で
。
電
話
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

※
今
年
5
月
～
7
月
の
間
に
麻
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け
た
子
で
風
し
ん
の
予
防
接

種
の
申
し
込
み
を
し
た
子
に
は
、
個
別
通

知
を
し
ま
す
の
で
今
回
は
申
し
込
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。

9月の休日救急医

科医院（田中町本通り）費52－2403

病院（北原）費57－3018

医院　（袋町中）盈52－2174

　敬老の日

巻医院　（川西町）暦68－2018

病院（津南町〉暦65－3161

科医院（山本町1）暦52－7066

　秋分の日

医院（下条中央通り）姪55－2003

病院　（中里村）費63－2111

医院　（津南町）盈66－2877

病院（北原）盈57－3018

甲
躍
論
愚
欝
獅
搬
岬
論
融

子
人
瀦
灘
修
美
隆
均
徹
二
泰
夫
夫
史
実
仁
和
一
勝
泉
弘
哲
城
”
男
男

の
認
保
巳
正
伴
　
浩
書
英
義
　
信
進
正
正
直
文
松
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9月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児〕

17日

㈲

午後1時10分

　～1時45分
7年3月
生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

16日
（水）

午後1時10分

　～1時45分
9年3月
生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

30日
体）

午後1時10分

　～1時30分

10年5月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
29日
（幻

午前9時

～9時50分

8年

2月・3月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

22日
（火）

午前9時30分

～10時15分

9年11月
生まれの乳児

隣糠希〕

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり．
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成7年4月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。10月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、9月15
　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課健康予防係ま
　で連絡してください。

9月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 7・14・21・28（月〉 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

8日（幻

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会　館 午後1時30分～4時

就業改善センター

17日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時30分～11時30分

水沢地区公民館
18日㈹

午前9時～11時30分

平 成　　園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

25日③

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

9月の献血車
◆全血献血　16日㈱（※1）㈱丸山工務所
　　　　　　　　　　（※2）㈱シルクワーク
　　　　　　27日（日）（終日）クロス10（健康フェア）

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

　　　　　　※1は午前9時30分～11時30分、

　　　　　　※2は午後0時30分～3時
◆成分献血　9日㈱（終日〉十日町市役所
＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簿
　コモ湖岸に建つ写真君上の別荘は18世紀に建てられた　灘鰻，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポ　ご貴重な歴史的遺産で、正式名をラ・フォンタネッラ（小　　　　猷

さな噴水）といいます。しか『し、この建物は長い問ベル

サーチェの別荘であった乞とから、ビッラ・ベルサーチェ

という呼び名でコモの人々に親しまれています。　　　　　　・

　幼いころのベルサーチェはコモ湖岸に住んでいました。

やがて彼は移り住み、ファッションの世界で成功をおさめ

てからも、たびたびこの別荘を拠点にコモ地方を訪れ、心
　　　いやの疲れを癒していました。主を失ったものの、今もこの別

荘には生前彼がほどこした、美しい内装が残っています。

　彼の死後、ベルサーチェは兄のサントが財産管理を妹の

蜜

　ドナテッラがデザインを分担しながら、経営を引き

継いでいます。左のデザインはそんな新生ベルサー

チェが生み出した作品です。皆さんはこの作品にトッ

プブランドの揺るぎない力強さを感じませんか？

遺族はジャンニが望んだとおり、コモとの深い関係

を保ちながら活動を続けることにしています。その手

　始めに、ベルサーチェブランドのロゴマーク（ギリシ

　ャ神話に登場する妖怪メドゥザ）の原形となった大

切なブロンズ像をコモに寄贈することにしています。

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。

わかめくんのひやけ
　　　　　　十高マン研
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フラワーロードの
　　除草作業

吉田中学校
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　吉田地区にある農免道路のわきには花が

植えられていて、それを私たちはフラワー

ロードと呼んでいます。吉田中学校では8

月3日にフラワーロードの除草作業をしま

した。

　除草作業をして気付いたことは、まず、

予想以上に草が生えていなかったことです。

それは日ごろから、地域の人たちが草取り

をしているからだと思いました。

　それと、ゴミがあまり落ちていなかった

ことです。それも日ごろから、地域の人た

ちがフラワーロードをきれいにしようと思

っているからだと思いました。

　この活動を通して、きれいな花々が地域

の人たちの地道な努力によって保たれてい

ることを改めて知ることができました。そ

して、フラワーロードがずっときれいであ

ってほしいと思いました。

　これからも地域の人たちの役に立っよう

なことをしていきたいと思います。
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